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佐賀県知事　古川　康　様
玄海原発1号機の安全・慎重な停止と全炉の廃炉を求める要請
玄海原発プルサーマル裁判の会

　　　　　代表　　　石丸初美

プルサーマルと佐賀県の１００年を考える会

　　　　　共同世話人　　　野中宏樹　
　玄海原発１号機は運転開始後、36年を経過中ですが、炉心から発生する無数の中性子が圧力容器の内壁に照射されて圧力容器をもろくする脆性劣化がひどく進行しており、「日本で最も危険な原発である」「止める時が一番危ない」と専門家に指摘されてきました。

 もし、圧力容器が破裂した場合、福島では1割しか外に出なかったと言われる放射性物質の10割すべてが外に出て、他の２号機から４号機も連鎖して爆発する可能性が高く、福島の実に10倍以上もの大事故となり、少なくとも大阪までが壊滅すると識者の意見は一致しています。

　私達は、７月に脆性問題の第一人者である井野博満・東大名誉教授を佐賀と唐津にお招きして講演会を行なったうえで、佐賀県に対して専門家会議設置の要請、委員の推薦等を行なってきたところです。

　ところが、貴職は専門家会議の設置をいったんは表明したものの、「やらせメール」問題への対応を理由に白紙撤回しました。まったく理由にならない理由です。

　専門家から指摘された危険性が無視されてきたことが、福島の事態に立ち至ったことを私達は思い知らされました。県民の命を預かる県知事が、何の対策も取らないことは、許されることではありません。

　先月4日に起きた玄海原発４号機の事故においては、根本的な反省と対策がなされないまま、九州電力は地元首長の同意さえも必要ないと言い放ち、地元住民の再開反対の声をまったく無視して、運転再開を強行しました。枝野経済産業大臣は「九電が自主的に判断すべきだ」と何事もなかったかのように再開を容認、貴職も「国が判断したことだから」と追随して容認しました。3月11日以前となんらかわらない国、県、九電の対応に私達は不安と怒りでいっぱいです。

　加えて、　2005年12月25日に開かれた佐賀県主催プルサーマル公開討論会における大掛かりな「やらせ・仕込み」を佐賀県が容認していたことも明らかになりました。この“仕込み”討論会を受けて、貴職は日本初のプルサーマル営業運転にゴーサインを出し、2009年12月2日に3号機で運転が開始されたのです。前提条件が崩れ去った今、プルサーマル運転も即刻中止すべきで再稼働はありえません。
　1号機の前回定検後の稼働開始からちょうど13ヶ月となり、停止するであろう12月1日が迫っています。県民の命を守るために、貴職が職責放棄せず、下記の点についてただちに取り組むことを要請します。

１．九州電力に対して、老朽化により脆性破壊の危険性がある玄海1号機について、停止手順書や停止日時をただちに公表し、専門家の意見も聞き入れて万全の準備で安全に止めるよう、強く求めること。

２．1号機にかかる危険性について、県民ならびに全国民への周知を行うこと。

３．玄海４炉すべてが停止した後、再稼働をさせず、このまま廃炉とすること。
